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～健やかな成長を願う～ 子育て地蔵尊例大祭 
　子育て地蔵尊例大祭が、７月２３日、中央通りを会場に行わ
れました。子どもたちが主役のこの祭りでは、毎年、お菓子
で作られた「子どもみこし」が登場します。子どもたちだけ
ではなく、周りで見守るお父さんお母さん、おじいちゃんお
ばあちゃんたちにも、笑顔があふれていました。 

おらほの 
む ら 
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6/25

職
人
た
ち
の
奉
仕
活
動

第　

回
住
宅
デ
ー

30

　小国町建築組合（川上昭男組合長）による住宅デーが、
６月２５日に開催されました。町内７会場で無料の包丁研
ぎが行われたほか、アスモ会場では無料住宅相談が実施
されました。会場に持ち込まれた包丁は、職人の手によっ
て、次々と輝きを取り戻していました。また、第３０回目
となる今回は、保育園や小学校など７カ所のほか、一人
暮らし高齢者世帯１６カ所でも、幼児用安全柵の取り付け
や、外囲い修理などの奉仕活動が行われました。

　小玉川小中学校創立４７周年記念ガムラン演奏
会が、６月３０日、小玉川小学校体育館で開催さ
れました。
　この演奏会は、小玉川小学校ＰＴＡが主催し
たもので、約１００人の聴衆者は、ガムラン演奏
グループ「サリ・メカール」（東京都）による
演奏とバリ舞踊などを観賞しました。また、こ
の日は、演奏会に先立って地域住民を対象とし
たガムランワークショップも行われました。

6/30 南に響くガムラン音色
小玉川ガムラン演奏会

　ボランティアサークルおぐに舞波ワールド
（間宮尚江代表）の通学合宿が、６月２７日～３０
日の４日間、東原公民館で行われました。
　この合宿は、生きる力を養うために企画され、
子どもたちが、親元を離れて共同生活しながら
学校に通うもので、今年で２回目です。
　参加した１６人の小学生は、学年の違う仲間と
遊んだり、初めての餃子づくりに挑戦したりし
ていました。また、７人の高校生ボランティア
が宿題を見てあげたり、登校時に国道まで見
送ったりしながら、合宿をサポートしました。

6/27～30 共同生活で生きる力を育む
おぐに舞波ワールドの通学合宿
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　小国小学校が毎年取り組んでいる全校ボラ
ンティア活動が、７月１８日に行われました。
　１年生から６年生までの全員が、１５のグルー
プに分かれて、町内の公共施設や、駅周辺、
人通りの多い道路などで、ごみ拾いや草むし
りなどに取り組みました。小国大橋などでは、
歩道排水路の泥を取り除く作業なども行われ
ました。
　町立病院の駐車場で作業をした４年渋谷悠
太君は、「家では草むしりをしたことが無かっ
たけど、どんどんきれいになっていくのが、
おもしろいし、楽しい」と話してくれました。

7/18 みんなで取り組む環境美化
小国小全校ボランティア

　

白
い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ
は
、

平
成
十
九
年
七
月
十
九
日
を
も
ち
ま
し
て
オ
ー

プ
ン
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
ア
ス
モ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客
様
を
は

じ
め
、
平
素
よ
り
ご
支
援
、
ご
高
配
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ア
ス
モ
で
は
、
こ
の
十
年
間
、「
便
利
で
快
適

な
お
買
物
広
場
」
を
テ
ー
マ
に
日
々
取
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
ま
た
笑
顔
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
で
、
皆
様

に
楽
し
い
お
買
物
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
が
触
れ
合
え
る
交
流
の
場
と
し
て

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
は
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
ア
ス
モ
で
い
ら
れ
る

よ
う
、
従
業
員
一
同
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

� �������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������

�小国ショッピングセンター
理事長

　７月４日、すみれ保育園の年長組１８人を対
象に、モンテディオ山形の「ふれあいサッカー
教室」が開催されました。これは、保育園がモ
ンテディオ山形に依頼して実現したものです。
　この日は、選手としても活躍していた都修
一氏や、ミスターモンテディオと呼ばれてい
た高橋健二氏ら３人のコーチが指導にあたり、
園児一人ひとりに、ドリブルやシュートのポ
イントなど丁寧に教えていました。園児たち
は、ボールの扱い方を教わると、元気いっぱ
いに園庭をかけ回り、チームに分かれて試合
にも挑戦しました。

シュートが決まったよ！
モンテディオ山形サッカー教室

7/4

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

ア
ス
モ
十
周
年
を
迎
え
て  佐藤 重光 氏
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す
。
日
本
の
道
路
は
、
近
世
ま
で
、

車
が
通
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
傾
斜
が
急
で
険

し
い
道
が
多
く
、
そ
れ
は
座
頭
転

び
な
ど
と
い
う
名
称
に
も
表
わ
れ

て
い
ま
す
。
貴
族
な
ら
ば
牛
車
と

い
う
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
が
人
と
、
荷
物
を
積
ん
だ

牛
馬
で
し
た
。
大
八
車
も
明
治
に

な
っ
て
か
ら
普
及
し
た
も
の
で
す
。

　

上
杉
が
置
賜
地
方
を
支
配
し
た

江
戸
時
代
、
越
後
街
道
を
使
っ
て

運
ん
だ
も
の
は
年
貢
米
、
青
そ
、

塩
、
鉄
な
ど
で
、
そ
の
陣
屋
が
岩

船
郡
塩
野
町
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
、越
後
街
道
は
、米
沢
藩
に
と
っ

て
重
要
で
あ
っ
た
と
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
商
人
た
ち
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
東
講
商
人
鑑

（
安
政
二
年
）
で
も
、
定
宿
と
し

て
街
道
沿
い
の
問
屋
（
宿
場
の
仕

切
役
）
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
お

越
後
街
道
�
�
�
�
�

　

伊
達 
稙  
宗 
は
、
軍
事
的
、
政
治

た
ね 
む
ね

的
な
面
か
ら
、
越
後
街
道
を
開
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
越
後
街
道

の
本
道
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
そ

の
戦
国
時
代
か
ら
、
江
戸
、
そ
し

て
幕
末
に
か
け
て
で
し
た
。

　

越
後
街
道
は
、
上
杉
（
山
形
県

側
）
か
ら
み
た
名
称
で
、
厳
密
な

始
点
終
点
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
米
沢
市
大
町
か
ら
、
胎
内

市
黒
川
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
三
峠
の
う
ち
、
桜
峠
、
朴
の
木

峠
、
大
里
峠
に
は
、
追
分
石
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
道
標

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
だ
け
で

な
く
、
山
の
災
い
を
石
で
塞
ぐ
も

の
と
し
て
、
旅
人
の
安
全
を
願
う

も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

街
道
�
重
要
性

　

宿
場
宿
駅
は
、
上
小
松
か
ら
玉

川
ま
で
の
八
カ
所
で
、
米
沢
藩
領

内
の
他
の
街
道
に
比
べ
て
も
、
最

も
伝
馬
（
幕
府
領
主
の
公
用
馬
）

が
多
く
配
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
特
に
こ
の
区
間
が
重
要

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

ル
カ
デ
ィ
ア
」
だ
と
書
い
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
シ
ラ
ミ
や
ア
ブ
、

雨
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
バ
ー
ド
が
、

峠
を
抜
け
、
晴
れ
わ
た
っ
た
空
を

み
て
感
じ
た
風
景
だ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

十
三
峠
な
ど
に
関
す
る
記
述
に

は
、
生
活
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て

ひ
ど
い
記
述
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
素
敵
で
勤
勉
な
人
々
に
、

心
休
ま
る
思
い
を
し
た
と
も
か
か

れ
て
い
ま
す
。
生
活
が
苦
し
く
て

も
、
ま
じ
め
に
働
き
、
親
切
さ
に

心
を
う
た
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

私
が
考
え
る
「
沿
線
に
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
」
は
、
人
と
人
と
の
信

用
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
戊
辰
戦
争
と
西
南
戦

争
の
後
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

バ
ー
ド
は
安
全
に
旅
を
終
え
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
か
ら
の
旅
人
や
商

人
も
、
危
な
い
地
域
で
あ
れ
ば
、

通
ら
な
く
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

険
し
い
峠
と
、
厳
し
い
生
活
環
境

の
中
に
あ
っ
て
も
、
小
国
の
人
び

と
は
優
し
く
、
誠
実
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
し
、
人
と
物
の
交
流
を
支
え
て

き
た
背
景
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

り
、
市
野
々
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
宿
駅
や
峠
の
様
子
は
、

少
し
前
ま
で
は
、
家
並
み
の
名
残

が
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
特
に
、

羽
越
水
害
に
よ
っ
て
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
野
々
の
大
銀
杏
は
、
そ
の
当
時

か
ら
宿
場
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
街
道
や
峠
を
守

る
た
め
に
、「
た
す
け
」
の
制
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
宿
場
の
人
々
な

ど
が
人
や
物
の
往
来
を
支
え
て
い

ま
し
た
。

街
道
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
旅

　

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、
四
十

六
歳
の
時
、
通
訳
と
一
緒
に
馬
で

越
後
街
道
を
通
り
、
そ
の
後
は
、

北
海
道
ま
で
旅
を
し
ま
し
た
。
米

沢
平
野
な
ど
を
み
て
「
東
洋
の
ア

　６月２９日、総合センターで、山形県史編さんなどにも携わってこられた渋谷敏己長井高等学校校長
を迎え、越後街道をテーマに「横川ダムとまちづくり講演会」が開催されました。

〜
横
川
ダ
ム
と
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
〜

越
後
街
道
が
沿
線
に
も
た
ら
し
た
も
の

長
井
高
等
学
校
校
長　

渋
谷  
敏
己  
氏
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�
�
�
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越
後
街
道
は
、
大
永
元
年
（
一

五
二
一
年
）、伊
達
稙
宗
が
大
里
峠

を
開
削
し
た
こ
と
か
ら
開
か
れ
ま

し
た
。
峠
は
、
江
戸
時
代
に
か
け

て
整
備
さ
れ
、
上
杉
藩
が
、
宿
駅
・

伝
馬
制
度
を
整
え
る
と
、
街
道
は

重
要
性
を
増
し
、
最
上
川
舟
運
と

同
様
に
、
置
賜
の
経
済
を
担
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
幕
末
に
は
、
地

域
の
有
志
な
ど
に
よ
っ
て
、
ぬ
か

る
み
の
多
い
峠
に
石
を
敷
く
工
事

が
行
わ
れ
、
人
や
馬
の
往
来
を
支

え
ま
し
た
。

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

越
後
街
道
は
、
平
成
八
年
に
文

化
庁
「
歴
史
の
道
百
選
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
六
年
度

に
は
、
黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会
が

「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

年
に
は
、
山
形
県
が
事
務
局
と
な

り
、「
旧
越
後
米
沢
街
道
・
十
三
峠

活
用
連
絡
会
議
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
連
絡
会
議
は
、
県
の
ア
ル

越越
後
街
道
十
三
峠
は

後
街
道
十
三
峠
は
、、

いい
まま

カ
デ
ィ
ア
街
道
復
興
十
三
峠
整
備

事
業
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
街
道
の
歴
史
的
価
値
を

見
直
し
、
地
域
づ
く
り
や
観
光
、

教
育
な
ど
の
面
か
ら
、
地
域
活
性

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
県
の
ほ

か
、
越
後
街
道
の
沿
線
自
治
体
と
、

地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
、
峠
の
道
標
や
看

板
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に
助
成
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
六
月
に
は
、「
旧
越
後

米
沢
街
道
・
十
三
峠
活
用
連
絡
協

議
会
設
立
準
備
会
」
が
発
足
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
秋
ま
で
に
、「（
仮

称
）
旧
越
後
米
沢
街
道
・
十
三
峠

交
流
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
る
予

　７月１日に行われた萱野峠敷石の掘り起こし作業

新しくなった黒沢峠の道標
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あ
り
、
丹
念
に
位
置
を
確
認
し
な

が
ら
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
掘
り
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

　

萱
野
峠
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
玉

川
地
域
振
興
協
議
会
な
ど
に
よ
っ

て
、
敷
石
道
の
復
興
活
動
が
行
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
と
お
し
て
、
今
後
さ
ら
に
、

活
動
の
輪
が
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

萱
野
峠
敷
石
惚
れ
掘
れ
探
検
隊

の
実
行
委
員
長
で
あ
る
齋
藤
弥
輔

さ
ん
（
伊
佐
領
）
は
、

�

�
�
�
�
�
�
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�
�
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�
�
�
�

　

黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会
の
会
長

で
、
敷
石
道
の
管
理
を
行
っ
て
い

る
保
科
充
さ
ん
（
黒
沢
）
は
、

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

定
で
す
。
こ
の
準
備
会
は
、
連
絡

会
議
を
母
体
と
す
る
組
織
で
、
地

域
や
住
民
主
体
の
復
興
や
保
存
、

イ
ベ
ン
ト
活
動
に
つ
い
て
、
よ
り

連
携
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

七
月
一
日
、
連
絡
協
議
会
設
立

準
備
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
萱
野
峠
敷
石
惚
れ
掘
れ
探
検

隊
」
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
六
十

人
が
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
敷

石
は
、
場
所
に
よ
っ
て
は
数
十
セ

ン
チ
も
埋
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
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玉川のかあちゃん達が作った昼食

黒沢峠の頂上へベンチを運ぶ地域のかたがた
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�
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�
�
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�
�
�

　

横
川
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
い
る

地
域
に
は
、
街
道
の
宿
場
と
な
っ

て
い
た
市
野
々
集
落
が
あ
り
ま
し

た
。

　

横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
は
、

街
道
や
市
野
々
に
関
す
る
歴
史
の

保
存
・
継
承
な
ど
に
も
関
わ
っ
て

き
て
お
り
、
昨
年
度
は
、
市
野
々

の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
き
た
町
指

定
天
然
記
念
物
の
大
銀
杏
を
移
植

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
現
在
、

黒
沢
峠
の
市
野
々
側
に
建
設
中
の

「
も
ぐ
り
橋
（
名
称
・ 
不  
動  
出
生 

ふ 
ど
う 
い
ず
る
ぎ

橋
）」
は
、
管
理
用
道
路
で
あ
る
と

同
時
に
、
減
水
期
に
は
、
旧
街
道

か
ら
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
利
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、

ダ
ム
湖
周
辺
の
利
活

用
計
画
を
定
め
る
た

め
、
関
係
者
ら
に
よ

る
「
横
川
ダ
ム
水
源

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

委
員
会
」
が
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
洪

水
調
節
や
工
業
用
水

な
ど
、
ダ
ム
本
来
の

活
用
に
加
え
て
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
な

ど
も
含
め
て
、
活
用

方
法
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

越
後
街
道
十
三
峠
は
、
今
、
多

く
か
た
が
た
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。
か
つ
て
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の

交
流
を
支
え
た
越
後
街
道
が
、
今
、

ま
た
新
た
な
意
味
で
、
人
と
人
、

今
と
昔
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
後
も
、

そ
の
新
し
く
生
み
だ
さ
れ
て
い
る

絆
と
、
昔
か
ら
残
さ
れ
て
き
た
歴

史
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域

の
活
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

越
後
街
道
や
横
川
ダ
ム
に 

関
す
る
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

　

越
後
米
沢
街
道

　
　
　

歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
ク

■
日
時
と
コ
ー
ス　

９
月
１
日
�

▼
Ａ
コ
ー
ス　

午
前
７
時
発

（
白
子
沢
〜
桜
峠
〜
市
野
々
〜
黒

沢
峠
〜
黒
沢
）

▼
Ｂ
コ
ー
ス　

午
前
９
時　

分
発

３０

（
市
野
々
〜
黒
沢
峠
〜
黒
沢
）

■
集
合
場
所　

役
場
、
小
国
駅
、

東
原
公
園
、
箱
口
公
民
館
、
旧

Ｊ
Ａ
叶
水
取
次
店
、
白
沼
小
中

学
校
の
う
ち
希
望
す
る
場
所

■
定　

員　

百
五
十
人

■
参
加
費　

千
円
（
昼
食
、
記
念

品
代
込
み
。
な
お
軽
食
の
売
店

も
設
置
さ
れ
ま
す
）

■
申
込
期
限　

８
月　

日
�

１０

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
、

集
合
場
所
を
記
入
し
、
は
が
き
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

横
川
ダ
ム
工

事
事
務
所
街
道
ウ
ォ
ー
ク
係

（
�　

―
５
３
０
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

６２

６１

―
０
０
８
８
・
Ｅ
メ
ー
ル

　

y
okokaw

a

 
      
 

＠h
rr.m

lit.g
o.j

 
    
     
   p  
）

横
川
ダ
ム
と
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

■
日　

時　

８
月　

日
�

２３

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
か
ら

３０

■
場　

所　

ア
ス
モ
多
目
的
ホ
ー
ル

■
講　

師　

�
日
本
交
通
公
社
主

任
研
究
員　

大
隅
一
志
氏

■
演　

題　
「
ダ
ム
湖
の
活
用
と

地
域
振
興
の
視
点
」

■
そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

移設された大銀杏と建設中のもぐり橋

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

　

七
月
十
六
日
に
発
生
し
た
新
潟

県
中
越
沖
地
震
は
、
柏
崎
市
や
刈

羽
村
な
ど
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
な
ど
被
災
者
の
皆

さ
ん
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
十
九

日
に
現
地
対
策
本
部
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

千
二
百
本
と
見
舞
金
三
十
万
円
を

お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

役
場
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
総

合
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
四
カ
所
に
募
金
箱
を
設
置

し
、
町
民
皆
さ
ん
の
義
捐
金
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
と

復
興
を
祈
念
し
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

も
う
一
度
我
が
家
の
防
災
点
検
を

し
、
有
事
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
計
画
の
基

本
的
な
考
え
方
を
整
理
し
て
い
き

ま
す
。

　

一
回
目
と
な
る
こ
の
日
は
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
促
進

役
）
を
務
め
る
�
地
域
環
境
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
（
高
畠
町
）
の
宮
原

博
通
所
長
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方
な
ど
が
説
明

さ
れ
、
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
編
成
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ル
づ
く
り

を
進
め
、
そ
の
ル
ー
ル
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。「
教
育
」「
産
業
振

興
」「
生
活
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

次
期
小
国
町
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
、六
月
二
十
七
日
�
、総
合
セ
ン
タ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
町
内
の
異
な
る
職
業
や
世
代
の
三
十
人
の
か
た
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
十
回
程
度
行
わ
れ
る
予
定
で
、

将
来
の
小
国
町
像
、
小
国
町
の
目
指
す
べ
き
方
向
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、

そ
の
内
容
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
内
容

北部地区の使用区域拡大

　石滝・中島の両地区に、ＮＴＴ
ドコモ（ＦＯＭＡ）の基地局が
完成しました。これによって、
７月２７日から、北部地域の栃
倉から五味沢周辺、石滝周辺
でも、携帯電話が使用できる
ようになりました。

★携帯電話★

� �����������������������������

　

七
月
十
六
日
、
町
民
体
育
館
と

そ
の
周
辺
を
会
場
に
、
地
区
対
抗

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
競
技
種
目
が
一
部

変
更
さ
れ
、
新
た
に
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
は
、
や
わ
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
う
た
め
、
性
別
や
年
齢
に

関
係
な
く
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
会
で
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
三
種
目
の
競
技
が
行

わ
れ
、
全
十
一
地
区
か
ら
約
四
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
優
勝
は
町

岩
東
で
し
た
。

練
習
の
成
果
を
発

練
習
の
成
果
を
発
揮揮

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会会

�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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小
国
町
の
将
来
を
描

小
国
町
の
将
来
を
描
くく
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　叶水小中学校で、７月５日、荒川水系水
質保全連絡協議会（三輪忠男会長）による
水質保全に関する功労者表彰式が行われま
した。
　これは、叶水小中学校が取り組んできて
いる水質調査などの活動が、水質を守る活
動として評価されたものです。生徒代表の
６年東信君は、「先輩たちが活動をはじめて
１２年。これからもきれいな川を守っていき
たい」と話してくれました。

　平成１９年度の河川清掃が、７月１日、町
内８河川を対象に１３カ所で実施されました。
　当日は、それぞれの地域から４９５人のかた
が参加し、朝５時半から８時までの間、川
の周辺に生い茂った草の刈り払いや、ゴミ
拾いなどに汗を流していました。清掃され
た河川は、多くのかたがたの協力によって、
きれいな景観を取り戻しました。

協力し合ってきれいな川に
平成１９年度河川清掃

�������	
�
叶水小中学校に水質保全功労者表彰

第２１回参議院議員通常選挙結果

　７月２９日に、第２１回参議院議員
通常選挙が行われました。即日開
票の結果、小国町における各候補
者ならびに政党ごとの得票結果は
次のとおりでした。

【山形県選出議員選挙】
当日有権者数 ７，８２９人
佐藤　雅之 １３３票
舟山　康江 ５，０５９票
篠原　みゑ子 １，１８１票
無効票 ６０票

投票率 ８２．１７％

����������������

【比例代表選出議員選挙】
当日有権者数 ７，８２９人
維新政党・新風 ７　　票
社会民主党 ２６３　　票
公明党 ６１５　　票
９条ネット ２３　　票
共生新党 ８　　票
日本共産党 ２２３　　票
国民新党 １１０　　票
自由民主党 １，９２５．７３５票
民主党 ２，６５７　　票
新党日本 ８１　　票
女性党 １４２．２６２票
無効票 ３７３　　票
投票率 ８２．１３％

（各政党等の得票数には、名簿搭載者の得票数を含む）
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■
加
入
対
象
者
は
？

　
　

歳
以
上
の
か
た（
一
定
の
障

７５
害
が
あ
る
場
合
は　

歳
以
上
）

６５

■
保
険
証
は
ど
う
な
る
の
？

　

新
し
い
保
険
証
が
加
入
者
１

人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
自
己
負
担
額
は
？

　

現
在
の
「
老
人
保
健
制
度
」

と
同
様
に
、
一
般
の
か
た
は
１

割
と
な
り
ま
す
。
所
得
の
多
い

か
た
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
制
度
は
ど
こ
が
運
営
す
る
の
？

　

山
形
県
の
全
市
町
村
が
加
入

す
る
「
山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
」
が
、
制
度
の
運

営
を
行
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
手
続
き
な
ど
の
窓

口
業
務
と
、
保
険
料
の
徴
収
を

行
い
ま
す
。

■
保
険
料
は
ど
う
払
う
の
？

　

保
険
料
は
、
山
形
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
加

入
者
が
納
め
る
こ
と
に
な
り
、

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■　

歳
未
満
の
か
た
は
？

７５
　
　

歳
〜　

歳
の
か
た
は
、
現

６５

７４

在
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
や
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
の

被
保
険
者
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

■　

歳
未
満
の
自
己
負
担
額
は
？

７５
　
　

歳
〜　

歳
の
か
た
は
３
割
、

６５

６９

　

歳
〜　

歳
の
か
た
は
２
割

７０

７４

（
所
得
の
多
い
か
た
は
３
割
）

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

　

歳
〜　

歳
の
か
た
は
、
現
行

７０

７４

の
１
割
負
担
か
ら
２
割
負
担
と

な
り
ま
す
。
所
得
が
少
な
い
か

た
は
、
自
己
負
担
限
度
額
が
据

え
置
き
と
な
り
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度
を
受
け
て
い

る
か
た
は
？

　

現
在
の
退
職
者
医
療
制
度
は

廃
止
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成　

年
度
ま
で
の
間
に
お
け

２６

る　

歳
未
満
の
被
保
険
者
が　

６５

６５

歳
に
達
す
る
ま
で
は
存
続
さ
れ

ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
町
民
課
へ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��

�
��

�
�
�
�
�

��

������

� � � ���
�������

�������������

　入院時の費用の限度額適用・減額認定
の申請の時期となっています。
　入院時の窓口での支払いが軽減される
「限度額適用証および減額認定証」は、
有効期限が、毎年７月末日となっていま
す。引き続き、認定証の更新を行う場合
や、医療機関に入院する場合には、入院
前に申請して、認定証の交付を受けてく
ださい。
　ただし、７０歳以上のかた、又は、老人
保健で医療を受けるかたの場合は、住民
税非課税のかたのみが対象となります。
【申請に必要なもの】
　保険証、印鑑、旧認定証（すでにお持
ちのかたのみ）
■問合先　町民課へ

�������	
��
�

　現在の国民健康保険被保険者証は、
有効期限が８月末日までとなります。
９月１日からの新しい被保険者証につ
いては、８月末日までに、各世帯あて
に配達記録郵便で送付します。
【被保険者証の回収】
　町民課に回収箱を設置しますので、
現在の被保険者証を返却してください。
【家族と離れて暮らす場合】
　修学や長期出張、旅行などで家族と
離れて住むかたには、別個の被保険者
証を交付します。申請は随時受け付け
ていますが、８月２１日�までに申請し
ていただけると、８月末日までに郵送
できます。学生の場合は、在学証明書
などが必要となります。
■問合先　町民課へ

���������
�
�
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広報おぐに　2007.8

　

県
で
は
、「
土
砂
災
害
防
止
法
」

に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
の
危
険
箇

所
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
場

所
に
よ
っ
て
は
、
個
人
の
土
地
に

立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
が
立
ち
入
る
場

合
に
は
、
土
地
の
所
有
者
に
な
る

べ
く
声
が
け
を
行
う
よ
う
に
し
ま

す
が
、
不
在
の
場
合
で
も
、
調
査

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

　

立
ち
会
い
が
必
要
な
場
合
や
調

査
に
あ
た
っ
て
不
安
な
か
た
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
調
査
の
際
は
、

樹
木
の
伐
採
や
木
杭
の
設
置
、
建

築
物
内
部
へ
の
立
ち
入
り
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�

　

８
月
３
日
�
か
ら　

月　

日
�

１２

２５

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
や

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

を
、
調
査
に
基
づ
い
て
指
定
し

ま
す
。
調
査
す
る
内
容
は
、
地

形
、
地
質
、
土
地
の
利
用
状
況
、

過
去
の
災
害
の
有
無
な
ど
で
す
。

�
�
�
�
�
�

�
が
け
や
渓
流
、
地
す
べ
り
地
、

宅
地
及
び
そ
の
周
辺
の
地
形

な
ど
を
、
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真

撮
影
な
ど
に
よ
っ
て
記
録
し

ま
す
。

�
宅
地
付
近
の
地
盤
勾
配
の
計

測
や
構
造
物
の
位
置
確
認
な

ど
を
行
い
、
簡
易
測
量
を
行

い
ま
す
。

�
調
査
す
る
が
け
や
渓
流
な
ど

に
位
置
す
る
建
築
物
の
階
数

や
構
造
を
、
目
視
に
よ
っ
て

確
認
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

伊
佐
領
、
越
中
里
、
大
石
沢
、

小
国
小
坂
町
、
叶
水
、
河
原
角
、

小
倉
、
小
玉
川
、
五
味
沢
、
白

子
沢
、
菅
沼
、
玉
川
、
綱
木
箱

口
、
栃
倉
、
中
田
山
崎
、
沼
沢
、

百
子
沢
、
町
原
、
松
崎

�
�
�
�
�

置
賜
総
合
支
庁
建
設
部
西
置
賜

河
川
砂
防
課
（
�　

―
８
２
３

８８

４
）
へ

�������

土
砂
災
害
を
防
止
す
る
た
め

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

　夏場は、Ｏ１５７など腸管出血性大
腸菌への感染が多い季節です。
�������	�
�

　７５�で１分以上が目安です。
�������	
��
��

雨などの影響で、井戸水に雑菌
が混ざりやすい時期です。
�������	�

二次感染を防ぐため、石けんで
手を洗う習慣をつけましょう。
�������	
�

激しい腹痛、水のような便、血
便が続く場合、すぐに受診して
ください。
※詳しいことは、健康福祉課へ

　町では、みなさんが健康な歯で豊かな人生
を送られるように、新たに「歯周疾患検診」
をはじめます。
■対象となるかた
小国町に住んでいるかたで、平成１９年度中
に４０歳、５０歳、６０歳、７０歳になるかた

■受診期間
　８月１日�～１２月２８日�まで
■受診方法
�健康福祉課に電話で申し込んでください。
�申し込み後に発行される受診券を受け取
り、検診を受けてください。
�受診の際に、自己負担金１，３００円をお支払
いください。（歯の治療を受けている場合
は受診できません）

■申込・問合先　健康福祉課へ

�������	�

�������	
�

�������	
���
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

催

し

催

し

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募

集

募

集

平
成　

年
度
日
本
赤
十
字
職
員
募
集

２０

■
募
集
職
種
と
人
員

　

一
般
事
務
職
員　

若
干
名

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
以

５７

降
に
生
ま
れ
た
大
学
を
卒
業
し
た
か

た
、
ま
た
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
か

た
で
、
第
一
種
普
通
自
動
車
免
許
を

も
っ
て
い
る
か
た

■
選
考
方
法

　

履
歴
書
と
自
己
Ｐ
Ｒ
文
に
よ
る
書

類
選
考
が
あ
り
、
そ
の
後
に
第
一
次

試
験
と
な
り
ま
す
。
必
要
書
類
や
試

験
日
程
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
電

話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
限　

８
月　

日
�

３１

■
申
込
・
問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
山

形
県
支
部
（
�
０
２
３
―
６
４
１
―

１
３
５
３
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
小
国
ア
パ
ー
ト

　

１
号
棟　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

　

２
号
棟　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

■
募
集
期
間　

８
月
６
日
�
〜　

日
�

１０

■
対　

象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
住

宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、
平
成　
１８

年
度
の
所
得
額
が
月
額　

万
円
以
下

２０

の
か
た
な
ど

■
入
居
時
期　

９
月
上
旬

■
家　

賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
三
カ
月
分

■
問
合
先　

山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
（
�
０
２
３
８
―　

―
２
３
３

２４

２
）
へ

町
営
墓
地
の
使
用
者
募
集

■
募
集
区
画

　

町
原
地
内
の
町
営
墓
地　

１
区
画

■
使

用

料　

九
万
円

■
募
集
期
間　

８
月
１
日
�
〜　

日
�

２０

■
申
込
方
法　

町
民
課
に
申
込
書
を
準

備
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
使
用
者
に

つ
い
て
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

町
民
課
へ

西
置
賜
行
政
組
合 

情
報
公
開
審
査
会
委
員
募
集

■
募
集
内
容
と
人
数

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

の
委
員
１
名

■
対

象

者　

西
置
賜
地
区
に
住
ん
で

い
る　

歳
以
上
の
か
た

２０

■
受
付
期
限　

８
月　

日
�

２８

■
応
募
方
法　

消
防
小
国
分
署
に
申
込

用
紙
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
に
て
決
定
し

ま
す
。

■
問
合
先　

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局

（
�　

―
４
３
３
６
）
へ

８８
や
ま
が
た
緑
環
境
税 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

　

県
で
は
、
や
ま
が
た
緑
環
境
税
に
対

す
る
意
識
啓
発
と
そ
の
活
用
の
た
め
、

「
県
民
み
ん
な
で
支
え
る
新
た
な
森
づ

く
り
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
限　

８
月　

日
�

３１

■
そ
の
他　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

３
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
商
品
が

あ
り
ま
す
。

■
応
募
・
問
合
先　

山
形
県
み
ど
り
自

然
課
（
�
０
２
３
―
６
３
０
―
３
１

０
０
）
へ

森
林
セ
ラ
ピ
ー
案
内
人
講
座

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
関
す
る
知
識
を
学

び
な
が
ら
、
ブ
ナ
の
森
温
身
平
を
中
心

と
し
た
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
案
内
人
を
養

成
し
ま
す
。

■
期
日
（
全
４
回
）

８
月　

日
�
、
９
月　

日
�
、

２５

１５

　

月　

日
�
、　

月　

日
�

１０

１３

１１

１７

■
講　

師　

河
野
透
氏
（
多
摩
美
術
大

学
）、
田
口
洋
美
氏
（
東
北
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
）
ほ
か

■
場　

所　

小
玉
川
小
学
校
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
「
ブ
ナ
の
森
温
身
平
」

■
対　

象　

講
座
は
ど
た
な
で
も
参
加

で
き
ま
す
が
、
案
内
人
と
し
て
登
録

す
る
に
は
、　

歳
以
上
な
ど
の
要
件

１８

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
受
講
料　

講
座
は
無
料
で
す
が
、食
費

や
交
通
費
な
ど
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
締
切　

８
月　

日
�

１７

■
申
込
・
問
合
先　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
推

進
室
（
産
業
振
興
課
内
）
へ

食
農
体
験
学
習
講
座 

食
か
ら
学
ぼ
う
小
国
文
化

■
期
日
と
内
容
（
全
４
回
）

　

�
８
月　

日
�　

秋
野
菜
の
植
付
け

３１

　

�
９
月　

日
�　

郷
土
料
理
教
室

２０

　

�　

月
下
旬　
　

収
穫
と
料
理
方
法

１０

　

�
１
月
下
旬　
　

郷
土
料
理
教
室

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー
や
東
原
体

験
ほ
場
な
ど

■
対　

象　

町
内
の
か
た　

人
３０

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
受

講

料　

全
４
回
で
三
千
円

■
申
込
締
切　

８
月　

日
�

２２
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー今月の町長と語る日は８月２９日�です。
お気軽においでください。

ご
案
内

ご
案
内

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務

局
へ

さ
い
わ
い
荘
盆
踊
り
大
会

■
日　

時　

８
月　

日
�

１０

　

子
ど
も
の
部　

午
後
７
時
か
ら

　

大
人
の
部　
　

午
後
７
時　

分
か
ら

３０

■
場　

所　

さ
い
わ
い
荘
大
ホ
ー
ル

■
そ
の
他　

室
内
な
の
で
雨
天
で
も
実

施
し
ま
す
。
内
履
き
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
模
擬
店
や
さ
ま
ざ
ま
な
賞

品
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

さ
い
わ
い
荘
（
�　

―
３

６２

８
２
１
）
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
習
会

■
日　

時　

９
月
５
日
�
〜　

日
�

１２

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る　
５７

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
か
た

６９

■
定　

員　
　

人
（
申
込
多
数
の
場
合

２０

は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

８
月　

日
�

２９

■
申
込
・
問
合
先

　

〒
９
９
９
―
１
３
５
２

　

小
国
町
大
字
岩
井
沢
６
０
４
―
２

　

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局
（
�　

―
０
０
３
０
）
へ

６１

知
事
と
語
る 

お
き
た
ま
「
夢
未
来
ト
ー
ク
」

　

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
意
見
を
広
く
聞
く
た
め
、
県
民
と
知

事
が
直
接
対
話
で
き
る
場
と
し
て
「
夢

未
来
ト
ー
ク
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

８
月　

日
�

２１

　
　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁

■
対　

象　

置
賜
地
域
に
住
む
か
た

（
先
着
百
人
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

８
月　

日
�

１４

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
総
務
課

（
�
０
２
３
８
―　

―
６
０
０
３
）
へ

２６

地
域
議
員
協
議
会
を
傍
聴
で
き
ま
す

　

県
議
会
で
は
、
総
合
支
庁
ご
と
に
、

地
元
選
出
県
議
に
よ
る
地
域
課
題
の
審

議
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

８
月
６
日
�
午
後
１
時
〜

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁

■
そ
の
他　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
当
日
会
場
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

県
議
会
事
務
局
（
�
０
２

３
―
６
３
０
―
２
８
４
６
）
へ

伝
統
野
菜
料
理
教
室

■
日　

時　

８
月　

日
�

３０

　

午
前
９
時　

分
か
ら
午
後
１
時
ま
で

３０

■
場　

所　

糠
野
目
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
高
畠
町
）

■
定　

員　
　

人
（
先
着
順
）

２５

■
参
加
費　

食
材
代
と
し
て
五
百
円

■
募
集
期
間　

８
月　

日
�
〜　

日
�

１７

２４

■
内　

容　

う
こ
ぎ
や
雪
菜
な
ど
、
置

賜
地
方
の
野
菜
を
使
っ
た
を
使
っ
た

料
理
講
習

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
園

芸
振
興
担
当
（
�
０
２
３
８
―　

―
２６

６
０
５
１
）
へ

狩
猟
免
許
試
験

■
日　

時　

９
月　

日
�

１６

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場　

所　

村
山
総
合
支
庁（
山
形
市
）

■
対
象
者　

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得

し
よ
う
と
す
る
か
た

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

８
月　

日
�
か
ら

２０

　
　
　
　
　
　

９
月
７
日
�
ま
で

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
県
文
化
環
境

部
み
ど
り
自
然
課
（
�
０
２
３
―
６

３
０
―
２
２
０
６
）
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
助
成
し
ま
す

　

県
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除
細
動

器
）
の
設
置
経
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対　

象　

救
急
車
の
到
着
に　

分
以

１０

上
を
要
す
る
、
お
お
む
ね
百
人
程
度

の
集
落
、
自
治
会
な
ど

■
補
助
率　

三
分
の
一（
上
限
十
万
円
）

■
申
請
期
限　

９
月　

日
�

２８

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

車
両
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

　

町
道
沖
庭
線
で
、
ケ
ー
ブ
ル
埋
設
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
全
面
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
工
事
名

　

沖
庭
線
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
埋
設
工
事

■
期　

間　

８
月　

日
�
〜　

月　

日

２０

１１

１０

�
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
た
だ
し
夜
間
、
日
曜
日
は
除
く
）

■
場　

所　

町
道
沖
庭
線（
小
渡
地
内
）

小
渡
橋
か
ら
テ
レ
ビ
中
継
所
付
近
ま

で
の
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

■
問
合
先　

東
北
電
力
�
長
井
営
業
所

（
�　

―
５
６
９
９
）
へ

８４
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程

　

８
月
７
日
、　

日
、　

日
子
育
て
講

２１

２８

座
「
親
子
で
交
通
安
全
教
室
」

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

８
月
２
日　

総
合
セ
ン
タ
ー

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
８：３０～１７：１５ほか不問介護員１人小国町介護老人保健施設温身の郷
８：３０～１７：３０ほか不問看護師・準看護士３人医療法人社団 緑 愛 会

か が や き の 丘 ７：００～１６：００ほか不問介護員２人
８：３０～１６：４５ほか１８～４５マシンオペレーター７人� 井 上 製 作 所
８：３０～１７：３０２０～４０営業・販売・整備工２人合資会社山佐佐藤農機店
８：４５～１８：００不問食堂係１人

� 蔵 王 ス ト ア ー
８：４５～１８：００不問レジ係１人
７：３０～１７：００不問林産業務１人小 国 町 森 林 組 合
８：００～１７：００２１～４０土木施工管理技士１人遠 藤 建 設 �

９：００～１８：００ほか１８～３５販売員２０人� コ メ リ
８：００～１７：００１８～交通誘導員５人� 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００ほか不問警備員７人� 太 陽 警 備 保 障
８：００～１７：００１８～５５土木作業員２人

山 和 建 設 � ８：００～１７：００３０～５０土木施工管理技士２人
８：００～１７：００３０～５０建築施工管理技士１人
８：００～１７：００不問一般作業員３人

� 斉 藤 建 設
８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人
８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人� 船 山 工 務 店
８：００～１７：００不問警備業務１０人ＤｏＣｏＤｅＭｏグループ�
９：１０～１６：５０２５～５５営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：００１８～３５内・外線工事作業員２人猪 野 電 気 工 事 �

８：００～１７：００１８～４０土木施工管理技士２人
� 横 川 建 設

８：００～１７：００２１～５５重機オペレーター２人
８：３０～１７：００不問援助員１人特定非営利活動法人まんまる
８：００～１７：００不問サービス・役務１人ア ベ プ ラ ン ニ ン グ
８：３０～１７：３０不問電気部品製造２人ひ さ ご 電 材 � 小 国 工 場
２０：００～５：００１８～６０菓子製造３０人北日本村上食品�村上工場
８：３０～１７：１５不問プール監視業務５人小 国 町 役 場
９：１５～１７：００２０～５９営業３人アクサ生命保険�長井営業所
９：００～１８：００不問貸切バス運転手１人翔 礼 交 通 �

８：３０～１６：４０ほか不問半導体製造５人�ジャパンクリエイトスタッフ山形営業所
９：００～１８：００不問シーケンサプログラム１人� ＣＩＴ 仙 台 営 業 所
８：００～１７：００不問設備設計、設備保全、設計補助６人�トラスト・テック郡山営業所
８：００～１７：３０ほか１８～４５ホールスタッフ１人� コ ン ズ カ ン パ ニ ー

第 一 ホ ー ル 小 国 店 ８：００～２２：３０間７時間１８～４５ホールスタッフ１人
１３：００～１７：００不問事務補助１人カインドネス�おぐに調剤薬局
９：００～１８：００間５時間不問販売３人�白い森よこね物産品直売所
１７：００～２１：００ほか不問接客１人酒味庵 ま つ ば ら
８：３０～２２：００不問調理師及び見習い１人味処 藤 よ し

　左の表は７月２４日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　

８
月
９
日
、　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

２３

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

９
月
８
日
�
午
前
９
時
〜

■
場　

所　

小
国
駅

■
内　

容　

関
川
村
で
の
交
流
会
と
汽

車
乗
り
体
験

■
申
込
期
限　

９
月
６
日
�

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
才
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

山形県最低賃金

平成１８年１０月１日から

１時間  ６１３円 

　この最低賃金は、県内で働く
すべての労働者に適用されます。
　特定の産業には、産業別最低
賃金が定められています。

■問合先　山形労働局（�０２３－
６２４－８２２４）へ

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇泣き虫弱虫　諸葛孔明 酒見　賢一
◇中原の虹 浅田　次郎
◇１２歳の大人計画 松尾スズキ
◇なぜ偉人たちは教科書から消えたのか

河合　　敦
◇風は山河より１～５ 宮城谷昌光
◇まんまこと 畠中　　恵
◇「気づき」の幸せ 木村　藤子
◇ドリームバスター４ 宮部みゆき
◇老犬クー太１８歳 小堺　正記
◇まほろばの国で終章 さだまさし
◇「甘え」と日本人 土居健郎・斎藤　孝
◇めんどりとこむぎつぶ 小出正吾・安　　泰
◇Ｎｏ．６（ナンバーシックス） あさのあつこ
◇青少年読書感想文全国コンクール課題図書
※他多数入荷しました。

今月の休館日：毎週月曜日

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

■対象家屋　平成１９年１月１日以前から建っていた
住宅で、次のいずれかのかたが居住する住宅（賃
貸住宅を除く）
　�６５歳以上のかた
　�要介護（支援）認定を受けているかた
　�身体障害者手帳などの交付を受けているかた
■対象工事　平成１９年４月１日から平成２２年３月３１
日までの工事で、自己負担額が３０万円を超える工事
　例えば…廊下の拡幅、床の段差解消、階段の勾配

緩和、浴室・便所の改良、手すり設置など
■減額となる固定資産税額
改修工事を行った家屋の翌年度分のみ固定資産税
額の３分の１（１棟あたり１００�分まで）
■申込方法　改修後３カ月以内に、工事明細書や工
事写真などの関係書類を提出してください。手続
きは、家屋の納税義務者が行うこととなります。
■申込・問合先　税務出納課へ

��������	��������	
��

■日　時　９月２日� １４：００～１６：３０（１３：３０開場）
■場　所　小国小学校体育館
■その他　入場無料ですので、気軽においでください。

駐車場がありませんので、役場駐車場を
利用するか、徒歩でお願いします。

��������	
���������	
��

■日　時　９月３日�～４日� １９：００～２１：００
■場　所　総合センター集会室
■その他　どなたでも参加できますが、事前申込が

必要です。８月２０日�までに電話で申し
込んでください。

■問合先　白い森文化創造ワークショップ実行委員
会事務局（教育委員会事務局）へ

相相 談談
年金相談

■日　時　８月１５日�
　受　付　９：３０～１４：３０
　相　談　１０：３０～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談

■日　時　８月２４日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　人権擁護委員
■問合先　町民課へ

弁護士による 
無料法律相談

■日　時　９月７日�
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■対応者　町の顧問弁護士
■申込受付
相談は予約制となります。希
望されるかたは９月３日�ま
でに申し込んでください。
■申込・問合先　町民課へ

保健カレンダー 
場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理センター

※持ち物
母子健康手帳

１９年１月～４月生まれ１３：００～１３：３０ポリオ予防接種９／５

１８年１月～３月生まれ１２：３０～１３：００１歳６カ月児健康診査９／１４

１９年５月生まれ
１３：００～１３：１５

４カ月児健康診査
９／２８

１８年９月生まれ１歳児健康診査

■問合先　健康福祉課へ

白�森文化創造�������事業

■休業日　８月６日�、１６日�、
２０日�、２７日�

※１３日�は、午後４時から休業
（最終受付：午後３時）
■問合先　温水プール（�６２―
４２４８）へ

温水プール８月の休業日

バリアフリー改修工事で
固定資産税が減額されます
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人口のうごき
人  口　男 … 4,638人 (－20)

女 … 4,903人 (－ 7 )
計 … 9,541人 (－27)

世帯数 　　3,280世帯 (－1 )
平成19年6月30日

　先月号の戸籍のまどに掲載した、

誤りでした。訂正してお詫びします。

誕生おめでとうございます。

な 　 お

岩 井 沢 酒　井　七　穂
和　幸
　恵（

ね 　 ね

小国小坂町 齋　藤　寧　音
達　也
　香（

ひ い ろ

小国小坂町 伊　藤　陽　彩
友　和
千　鶴（

種 沢
緑 町
小国小坂町
町 原
岩 井 沢
岩 井 沢
　 北 　
岩 井 沢
杉 沢
小国小坂町
緑 町
古 田
　 驚 　
小国小坂町
岩 井 沢

(74)

(87)

(85)

(51)

(84)

(93)

(66)

(72)

(64)

(60)

(96)

(90)

(75)

(83)

(79)

　今　　鐵　次
髙　橋　直　平
　丹　　榮　造
塚　原　啓　一
齋　藤　ヒサエ
澤　出　三　郎
佐　藤　　忍
山　吉　絹　子
朝　妻　桂次郎
佐　　　　嶄
酒　井　喜三郎
木　村　タツエ
安　部　吉　雄
石　山　　博
齋　藤　健　一

おくやみ申し上げます。

若 山
若 山

木 村 　 仁
木 村 　 綾

さんは、

古 田
古 田

木 村 　 仁
木 村 　 綾

さんの

　サークルやスポーツ団体など、グループで
活動しているかたがたを紹介していきます。
今月は、「健康サークルいきいき仲間」。
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ゆったりとした動きは脂肪燃焼にも効果的

　

敷
石
掘
り
の
様
子
を
カ

メ
ラ
に
収
め
る
よ
う
と
、

七
月
一
日
、
私
も
、
実
際

に
萱
野
峠
に
行
っ
て
み
ま

し
た
。
平
坦
と
は
い
え
な

い
峠
道
に
、
ツ
ル
ハ
シ
や

一
輪
車
を
持
ち
込
ん
で
作
業
す
る

こ
と
は
、
結
構
体
力
の
い
る
作
業

で
す
。
し
か
し
、
地
元
の
小
学
生

は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
草
木
が
生
い

茂
る
中
で
、
落
ち
葉
に
覆
わ
れ
た

敷
石
を
探
す
作
業
は
、
ま
る
で
宝

探
し
の
よ
う
な
印
象
で
す
。
わ
ず

か
１
メ
ー
ト
ル
進
む
の
に
も
、
相

当
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
ま
す
。

き
っ
と
石
を
敷
く
と
き
も
、
今
と

同
じ
よ
う
に
、
せ
み
の
声
を
浴
び

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

（
片
桐
）
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